
群馬県× ㈱SUBARU

生技ＤＸ体験プログラム
2025年2月4日（火）5日（水）6日（木）

㈱SUBARU モノづくり本部（生産技術統括部内）
群馬県太田市スバル町１−１

５名（１企業につき、定員１名）

対象者
・製造DXの導入／推進に関心のある地域企業

――― 留意事項 ―――

群馬県産業経済部
 地域企業支援課 （担当：出牛）

027-226-3352
gijutsu＠pref.gunma.lg.jp

日程

会場

定員

TEL

MAIL

12日（水） 13日（木）

～SUBARUを通して製造DXを体験してみませんか～

②SUBARUとの取引関係に関わらず、ご関心をお持ちの地域企業にお申し込みいただけます。

①事前オリエンテーション及び５日間のプログラム、全日程への参加が必須となります。
なお、事前オリエンテーションの日時は、参加者決定後に日程調整して決定します。

現在の自動車製造におけるQCD向上のためには、データを活用して生産開始から出荷
までのプロセス全体を改善していくことが求められています。
このため㈱SUBARUと県は、SUBARUの生産技術分野におけるDX活動を参考にしてい

ただき、部品サプライヤー等の地域企業にデータ活用による業務効率化を学んでいただ
くためのプログラムを実施します。

申込はこちら

■お問い合わせ先

・県内自動車部品サプライヤー企業

締切 2025年１月８日（水）までに右上の2次元コードからお申し込みください。

※申込者多数の場合は、選考の上、決定します。



生技ＤＸ体験プログラム
群馬県× ㈱SUBARU

・BOP（Bill Of Process）

・Resume

・AI活用

日程 テーマ 目的・内容

▸２月４日（火）
（9:00～17:00）

■活動キックオフ ▸ 当プログラムの目的や概要についての共通理解

 （参加サプライヤー企業、SUBARU、群馬県）

■各方針説明 ▸ SUBARUの新経営体制における方針や、モノづ

  くり本部の方針について説明

■生技DXの取組 ▸ 生産技術部門において取り組んでいるDX活動

  の概要を紹介

（3本柱：Resume、AI活用、BOP）

▸２月５日（水）
（9:00～17:00）

■Resumeについて ▸ 各ショップの取組説明、活用事例紹介

▸ 進める上での苦労話

▸ 矢島工場見学 ほか

▸２月６日（木）
（9:00～17:00）

■AI活用について ▸ 各ショップの取組説明、活用事例紹介

▸ 実務担当者との意見交換

▸ 大泉工場見学 ほか

▸２月１２日（水）
（9:00～17:00）

■BOPについて ▸ 各ショップの取組説明、活用事例紹介

▸ データ活用共有会聴講

▸ 進める上での苦労話

▸ 実務担当者との意見交換 ほか

▸２月１３日（木）
（9:00～17:00）

■安全、教育、環境 ▸ 安全活動の取組

▸ 環境に関する取組紹介 ほか

■ミニ報告会 ▸ ５日間を通してのミニ報告会

体験メニュー詳細（予定）

Resumeとは製造品質履歴管理システムのことで、生産ラインで発生した不具合内容
を紙による記録からタブレットによる入力に変えてそのデータを改善活動に役立てる
という取り組み

生技や製造現場に各種データや紙などで散らばっている生産に関するすべての情報
を一元管理し、業務に役立てる活動

人×AIによる保証で不具合の流出防止・発生防止を実現し、不良ゼロを目指す活動

※ 体験内容は変更されることがあります。予めご了承ください。
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